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令和3年度より創設された新制度（総務省）不法投棄は犯罪です　止めましょう

早期に増設された5Gサービス

ゴミは決まりを守り、出しましょう

ごみ減量化及び資源化
　　　 への取組みを問う

質
問
　
県
の
２
０
３
０
年
度

目
標
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量

は
一
人
一
日
当
た
り
５
２
８

グ
ラ
ム
（
２
０
１
８
年
度
）

か
ら
４
０
８
グ
ラ
ム
と
し
て

い
ま
す
。
舟
形
町
の
現
状
は
、

家
庭
系
廃
棄
物
全
体
の
処
理

量
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
一
人
当
た
り
の
処
理
量

は
１０
年
前
よ
り
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
町
の
目
標
は
一
人
当
た
り

の
ご
み
の
排
出
量
は
２
０
１

８
年
度
一
日
当
た
り
５
５
４

グ
ラ
ム
か
ら
２
０
２
４
年
度

目
標
５
２
６
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。
資
源
化
の
取
り

組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
集

団
資
源
回
収
は
回
収
量
の
減

少
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成

の
た
め
に
も
ご
み
減
量
化
及

び
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
を

強
化
す
べ
き
と
思
う
が
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
質
問
し
ま
す
。

町
長
　
当
町
の
一
人
一
日
当

た
り
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量

は
、
直
近
の
推
移
は
５
５
０

グ
ラ
ム
程
で
し
た
が
、
２
０

１
９
年
度
に
５
６
９
グ
ラ
ム

に
増
加
し
ま
し
た
。
要
因
は
、

集
団
資
源
回
収
、
資
源
ご
み
、

直
接
搬
入
ご
み
の
う
ち
資
源

と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
の

数
量
が
減
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
集
団
資
源
回
収

の
状
況
は
、
紙
類
の
回
収
量

が
減
少
し
て
お
り
、
そ
の
大

き
な
要
因
は
、
新
聞
紙
及
び

雑
誌
類
の
減
少
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
令
和
２
年

度
に
は
資
源
回
収
団
体
へ
の

補
助
金
交
付
要
件
を
年
３
回

以
上
か
ら
年
１
回
以
上
に
緩

和
し
ま
し
た
が
、
回
収
総
量
、

一
人
一
日
当
た
り
の
量
と
も

に
減
少
し
て
い
ま
す
。
社
会

環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

改
め
て
町
民
一
人
ひ
と
り
の

ご
み
減
量
化
と
資
源
化
に
対

す
る
意
識
付
け
を
行
う
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
等
に

よ
る
啓
発
活
動
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

質
問
　
資
源
ご
み
回
収
団
体

数
の
推
移
は
。

町
長
　
２
０
１
２
年
１０
団
体
、

２
０
１
９
年
１１
団
体
、
２
０

２
０
年
１４
団
体
と
な
っ
て
い

ま
す
、
団
体
数
は
交
付
要
件

緩
和
に
よ
り
増
え
て
い
ま
す

が
、
回
収
量
は
減
少
し
て
い

ま
す
。

啓発活動に努める
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一 般 質 問 一 般 質 問

質
問
　
過
疎
法
の
目
的
が

「
自
立
促
進
」
か
ら
「
持
続

的
発
展
」
に
変
更
さ
れ
、
東

京
一
極
集
中
是
正
と
地
方
へ

の
分
散
型
社
会
の
加
速
を
目

指
す
と
の
こ
と
の
よ
う
で
あ

る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
っ
て
都
会
か

ら
地
方
へ
の
移
住
意
欲
が
高

ま
り
、
若
者
の
田
舎
回
帰
の

機
運
も
高
ま
っ
て
い
る
今
が

チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
雪
国
で

も
安
心
し
て
移
住
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長
　
町
と
し
て
は
、
第
一

に
「
住
ん
で
い
る
人
が
誇
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
お
か
え
り

孫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
町
の

移
住
・
定
住
関
連
事
業
で
は
、

町
の
良
さ
を
子
ど
も
や
保
護

者
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
将

来
住
む
場
所
を
考
え
る
際
に

舟
形
町
が
選
択
肢
の
一
つ
に

な
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
郷
土

愛
の
醸
成
を
図
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
５

Ｇ
等
の
高
速
通
信
網
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
は
、

生
活
環
境
や
、
学
習
及
び
就

業
環
境
の
向
上
と
合
わ
せ
て

移
住
に
限
ら
ず
定
住
に
も
必

要
で
す
。
加
え
て
、
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
支
援
策
や
、

空
き
家
バ
ン
ク
、
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
、
民
間
ア
パ

ー
ト
建
設
費
補
助
等
の
支
援

に
よ
り
、
移
住
者
に
限
ら
ず

雪
国
で
も
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
任
用
の
条
件
は

　
　必
要
に
応
じ
て
検
討

質
問
　
最
近
の
新
聞
等
で
、

各
地
で
協
力
隊
の
任
期
を
終

了
し
て
定
住
し
活
躍
し
て
い

る
記
事
を
最
近
よ
く
み
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
に
は
人
材
が

必
要
で
期
待
は
大
き
い
と
思

う
の
で
す
が
、
協
力
隊
と
の

ス
キ
ル
が
異
な
る
外
部
の
専

門
人
材
と
連
携
し
な
が
ら
地

域
振
興
を
推
進
す
る
「
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
任
用
に
つ

い
て
は
町
で
協
力
隊
が
採
用

さ
れ
た
ら
検
討
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

町
長
　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
外
部
専

門
人
材
、
地
域
、
行
政
、
民

間
等
の
関
係
者
を
橋
渡
し
し

つ
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
人
材
が
不

足
し
て
い
る
場
合
に
市
町
村

が
任
用
す
る
制
度
で
す
。
６

月
よ
り
町
で
は
新
た
に
一
名

の
協
力
隊
を
任
用
し
て
お
り
、

今
後
も
移
住
・
定
住
・
起
業

な
ど
の
可
能
性
を
も
っ
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
を

継
続
す
る
こ
と
と
し
、
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
必
要
と
さ
れ
る
地
域
・

行
政
・
民
間
が
関
係
す
る
重

要
事
業
が
あ
っ
た
場
合
に
、

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

定
住
し
や
す
い
環
境
整
備
に
取
り
組
む

「
持
続
的
発
展
」
で
町
の
目
標
は

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

質
問


